
製品拡大と環境貢献

ＣＳＲ基本方針

大豊グループはトライボロジーを基盤とした
製品とエンジニアリングをもって社会に貢献する

トライボロジーとは、「摩擦や摩耗といった物理現象を解
明し、それらを低減する学問、科学技術分野の一つ」です。
当社ではこの「トライボロジー」を基盤とした製品を提供し
ています。
そのトライボロジー技術の内に摩擦・摩耗を低減させる方
法として「潤滑」があります。

変化する社会に適応し持続的に成長するため、当社が
2020年に目指す将来像「VISION2020」を2014年5月
に策定しました。

「VISION2020」の実現に向けた活動の３軸を以下のよ
うに定めグループの成長を目指します。
・VISIONを実現する人財
・地球環境に貢献するイノベーション
・グローバル供給を支える製造・生産技術

軸受には「ころがり軸受」と「すべり軸受」の2種類があります。
ころがり軸受は、ボールベアリングと呼ばれています。
すべり軸受は、軸と軸受との間に油などの潤滑剤を介し、軸
の滑らかな回転を支えています。
当社は、この「すべり軸受」を開発・生産しています。
潤滑理論により油膜圧力発生メカニズムなどを計算解析
し設計することで、ころがり軸受では耐えられないエンジ
ンの高負荷に耐えることができ、静粛性・耐振動性・寿命に
も優れています。

当社が提供しているすべり軸受は主に自動車エンジンな
どの軸受として採用されていますが、金属と各種オイルに
よる流体摩擦が深く関わっています。

軸受とは回転する軸を支える部品のことです。エンジンを
はじめとする各種の機械に多く使用されています。軸を滑
らかに回転させることは、摩擦・摩耗の悪影響やエネル
ギーロスを防ぎ、発熱を減らす役割などを担っており、機
械の性能を左右する重要な部品です。
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●VISION2020
　～地球環境とお客様への貢献～

●トライボロジー、軸受とは

品質専念時間

近年では、地球温暖化やエネルギー問題など地球規模での取り組みが必要とされる複雑
な問題が山積みになっており、当社グループも製品をグローバルに供給する企業として、
製品環境、生産環境両面において社会から求められる役割も年々大きくなっているもの
と認識しております。
大豊グループは「トライボロジーを基盤とした製品とエンジニアリングをもって社会に貢
献する」という使命を掲げ、摩擦技術を中心としたトライボロジー技術をコアに、エネル
ギーの効率的な運用を追求し、高機能・高品質な製品とサービスの提供により持続的発
展に努めてまいりました。
今後も、環境に優しい製品づくりによる社会貢献を行い、ステークホルダーの信頼を得な
がら継続的に発展する企業集団となることが、当グループのCSRの中核を成すものと考
えます。
我々の事業活動が、自然環境や社会に対してさまざまな影響を与えるであろうことを、従
業員一人ひとりが常に念頭に置き、お客様、株主様、地域社会の皆様との積極的なコミュ
ニケーションを通じて、活発な事業活動を推進し社会に貢献することを今後も目指してま
いります。

私たちは、グローバルな企業活動を通じて企業としての「使命」を果たし、持続可能な社会とその発
展に貢献します。  
その実現のために、株主、お客様をはじめ、取引先、地域社会、従業員等のステークホルダーと健全
な関係を築き、お客様に満足していただける製品を提供することにより、豊かな社会の実現を目指
します。
また、国内外・国際的な法令ならびにそれらの精神を遵守し、社会的良識をもって誠実、公正、透明
な事業活動を行います。
私たちは、これらの実現が自らの役割であることを認識した上で、企業が負う責任を果たし、社会
に信頼される企業であり続けます。
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